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【登場人物】


男

女１

女２


都会のビルの屋上。

座って釣り竿を持つ男と、目的をとくに持つことなく、男の存在を感じているのか、感じていないのか、わからないように、自由にうろついている女１がいる。

しばらくして、女１、男に近づき、話しかける。

女１	釣れた？
男	今日はボウズやな。
女１	ボウズか。
男	つるんつるんや。
女１	ほんなら、何食べるん？今夜。
男	なんかしら、あるやろ。
女１	それがな、何もないねん。
男	ほんまか。
女１	ほんまや。
男	そら、まいったな。
女１	なんか探してこよか？
男	やめとき。下に降りても、ろくなもん、あらへん。
女１	だけど、もう、お腹がぺこぺこや。
男	我慢せえ。少しくらい食べんでも、大丈夫や。
女１	せやけど、わたし成長期なんやで。おっちゃんとは違うんや。つこてるエネルギーの量がぜんぜん違うんやで。
男	おっちゃんやて、つこてるわ。エネルギー。
女１	はあ？一日中、座り込んで、釣り糸垂れてとるだけやろ。
男	これがな、結構、使うんや、エネルギー。火力発電だけじゃ、たりひんのや。
女１	何言うてんの。ああ、お腹減ったよー。成長期なんやぞー。エネルギー、必要なんやぞー
男	ぎょうさん原発、動かしたろか？おっちゃんが。そしたらエネルギーも足りるやろ。
女	原発はあかんやろ。爆発したら、世界が滅んでまうわ。それに、おっちゃんには、動かされへん。周到な、根回しの末に、はじめて動かすことできるんやで。
男	よう知っとるな。子どもやのに。

男の釣り竿に、あたりがくる。

男	おお！かかった、かかった。
女１	ほんまかいな？
男	こりゃ、きっと、大物や。

男、必要以上に大げさに、大物を釣り上げる。

男	やったー、釣れたでえ。
女１	なにこれ。


＊山田裕幸『わたしを見つめるもう一人のわたし』初稿より。
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